
③

障害を理由とする差別の解消の推進

①

②

③

④

道路の無電柱化整備

　身近な運動であるウォーキングに取り組みやすい環境を整備
し、より多くの区民が日常生活の中で習慣的に「歩くこと」が
できるようにすることで、健康寿命の延伸を目指します。

健康部

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者
差別解消法）」の趣旨を踏まえ、障害の有無によって分け隔て
られることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生す
る社会の実現に向けて、障害の特性に応じたコミュニケーショ
ン支援等の推進や区民への啓発活動等を行います。また、障害
者差別解消支援地域協議会を開催し、障害者やその家族からの
相談事例を踏まえた障害を理由とする差別を解消するための取
組を効果的に推進していきます。

新宿区における東京2020オリンピック・パラリンピックを見据えた取組

　東京2020オリンピック・パラリンピックを好機と捉えて実施する事業と、開催時期を目指して取
り組む事業は次のとおりです。（新宿区第一次実行計画より抜粋）

計画事業 枝事業 事業概要 所管部

教育
委員会
事務局

スポーツギネス新
宿の推進

　児童・生徒が運動の楽しさに触れ、自ら運動に親しむことが
できるよう、引き続き、小学校及び中学校でスポーツギネス新
宿を実施します。
　記録向上等に挑戦することで、児童・生徒のスポーツへの関
心と体力の向上を図ります。

教育
委員会
事務局

32

東京2020オリン
ピック・パラリン
ピックを契機とし
た教育の推進

英語キャンプの実
施

　英語だけの環境に身を置く２泊３日の英語キャンプを実施
し、英語を用いた簡単なゲームやクイズを通して、楽しみなが
ら、英語によるコミュニケーション能力の基礎を養います。
　また、プログラムに新宿のまちの紹介や外国人観光客に対す
る道案内の仕方等を盛り込んだり、キャンプ終了後にボラン
ティア体験等の機会を提供することで、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた気運醸成を図るとともに、語学習
得に対する意欲を高めます。

教育
委員会
事務局

伝統文化理解教育
の推進

　学校における伝統文化教育を充実させるとともに、児童・生
徒が郷土である新宿に愛着をもち、伝統文化の継承や地域の発
展に寄与したいと思う気持ちを育むため、小学校では講師を招
き、日本の伝統文化の体験教室等を実施します。
　また、中学校においては、新宿区に伝わる伝統や文化を学ぶ
きっかけとするため、新宿ものづくりマイスター体験講座を実
施するとともに、日本の伝統文化に触れる機会として、和楽器
演奏体験を実施します。

教育
委員会
事務局

障害者理解教育の
推進

1
気軽に健康づくり
に取り組める環境
整備

ウォーキングの推
進

　東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とし、児
童・生徒が、パラリンピック競技を通して障害への理解や障害
者との共生について学ぶ機会とするため、各学校で障害者ス
ポーツ選手との交流を交えながら障害者スポーツを体験するな
ど、障害者理解教育を推進します。
　また、大会終了後においても、障害への理解を深める教育を
実施するために、学年を超えて活用できる教材を用い、継続的
に児童・生徒の心の成長を促します。

14 福祉部

創意工夫によるオリンピック・パラリンピック
教育の推進

　東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、
幼児・児童・生徒がオリンピック・パラリンピックの歴史・意
義や国際親善等、その果たす役割などを理解し、国際理解を深
めることができるよう、総合的な学習の時間等でのオリンピッ
ク・パラリンピック学習を実践するなど、様々なオリンピッ
ク・パラリンピック教育を展開します。

教育
委員会
事務局

51

　主要な区道や駅周辺、公共施設の周辺において、電線類を地
下に埋設し、電柱を撤去することにより、災害に強いまちづく
りを進めるとともに、歩行空間のバリアフリー化や美しい都市
景観の創出を図ります。また、再開発等の機会をとらえ、事業
者等に無電柱化の整備を要請していきます。

みどり
土木部
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①

②

③

④

⑤

⑥

地区計画等のまちづくりルールの策定

景観に配慮したまちづくりの推進

①

① 道路の改良

③

都市
計画部

新宿駅東口広場等
の緊急整備

　平成32（2020）年の新宿駅東西自由通路供用開始にあわ
せ、来街者にとって安全で快適な歩行者滞留空間を創出するた
め、東口駅前広場緊急整備を進めます。
　また、新宿駅東南口前の歩道の拡幅やカラー舗装化など、歩
行者の回遊性の向上を図り、より魅力的な賑わいあふれる、歩
きたくなるまちづくりを進めます。

都市
計画部
みどり
土木部

新宿駅東西自由通
路の整備

　新宿駅東西自由通路の整備は、鉄道施設で分断された東西の
まちがつながることで歩行者の利便性を向上させ、新宿駅周辺
の歩行者の回遊性向上により賑わいを創出していきます。
　区は、ＪＲ新宿駅構内の北通路（青梅通路）を自由通路とし
て整備するため、ＪＲ東日本と連携して事業の促進を図りま
す。

都市
計画部

計画事業 枝事業 事業概要 所管部

66
新宿駅周辺地区の
整備推進

新宿駅直近地区の
まちづくり

　日本有数のターミナル駅に相応しい駅前空間を創造するた
め、駅前広場を中心とした都市基盤と沿道のまちづくりと連携
した整備方針に基づき、利便性や回遊性を高めながら、新宿の
国際競争力を高める総合的なまちづくりを推進します。
　東西駅前広場再整備と駅直近地区のまちづくりを進めるた
め、都市計画手続きとともに事業化に向けた調整を行います。

都市
計画部

新宿通りモール化

　平成32（2020）年の新宿駅東西自由通路供用開始や東京オ
リンピック・パラリンピック開催を見据え、まちの賑わいと魅
力をより向上させるため、新宿通りを歩きやすく魅力的な歩行
者空間としてモール化を行い、歩いて楽しいまちづくりを進め
ます。

都市
計画部
みどり
土木部

新宿駅周辺地区の
まちづくりルール
の策定

　新宿駅周辺地域まちづくりガイドラインの実現に向け、地元
組織との協働により、地区計画等まちづくりルールを定め、地
域の個性や魅力を活かしたまちづくりを推進していきます。

69

　新宿区景観まちづくり計画や景観形成ガイドライン、景観ま
ちづくり相談員を活用し、新宿区の多様な地域特性に応じた、
新宿にふさわしい、にぎわいと潤いのある景観形成を推進しま
す。
　地域住民や関係団体等と連携を図りながら、景観まちづくり
計画における「地域の景観特性に基づく区分地区」の拡充等を
推進します。
　神楽坂地区で進められてきた粋なまちなみの演出を屋外広告
物の面から誘導するため、神楽坂地区における屋外広告物に関
する地域別ガイドラインを策定します。

都市
計画部

靖国通り地下通路
延伸に向けた支援

　新宿駅周辺地区における連続的な地下歩行者ネットワークの
整備によって、地上部と地下部の多層的な歩行者ネットワーク
を構築し、まち全体の賑わい創出や歩行者の回遊性向上を図り
ます。また、沿道のまちづくり事業等との連携や関係機関等と
の調整を行い、事業化を促進します。

都市
計画部

70

　ユニバーサルデザインまちづくりガイドライン及びユニバー
サルデザインガイドブックを活用して、ユニバーサルデザイン
の普及・啓発を図り、ユニバーサルデザインの視点に立ったま
ちづくりを進めていきます。
　また、東京2020オリンピック・パラリンピック開催を控
え、国内外から新宿の街を訪れる観光客等が増えているため、
新宿駅及びその周辺へのアクセスルートが誰にもわかりやすく
利用しやすいよう、利便性の向上を図ります。

都市
計画部

ユニバーサルデザインまちづくりの推進

68
　地域の課題にきめ細かく対応していくため、地域住民との協
働によりまちづくり活動を行い、地区計画やまちづくり構想、
ガイドライン等のまちづくりルールを定めていきます。

都市
計画部

71
都市計画道路等の
整備

補助第７２号線の
整備

　新宿駅付近から高田馬場駅付近を結ぶ都市計画道路補助第72
号線の未開通区間を整備して、周辺地域の活性化、周辺道路の
混雑緩和を図ります。
　未開通区間となっている第Ⅰ期区間（職安通り～大久保通
り）については、土地開発公社を活用した用地買収や道路整備
を行います。

みどり
土木部

72
人にやさしい道路
の整備

　幹線道路及び地区内主要道路等の区道について、歩道の設
置、線形の改良や修景等を行います。また、道路のライフサイ
クルコストを考慮した道路の改良や、震災時の緊急道路の機能
確保のための改良を実施します。整備にあたっては、ユニバー
サルデザインのまちづくりに配慮します。

みどり
土木部

バリアフリーの道
づくり

　東京2020オリンピック・パラリンピックを見据え、主要駅
周辺の区道のバリアフリー化整備として、歩道の段差の解消や
誘導ブロックの設置、カラー舗装化等を進めていきます。
　また、平成30（2018）年度のバリアフリー法改正を踏ま
え、「新宿区バリアフリー基本構想」等による取組を評価し、
高齢者や障害者等の円滑な移動を確保するため、「移動円滑化
促進方針」を策定します。

みどり
土木部
都市

計画部
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①

②

④

②

①
観光と一体となっ
た産業振興

しんじゅく逸品の
普及

文化国際交流拠点機能等の整備89

　「しんじゅく逸品マルシェ」を、一般社団法人新宿観光振興
協会と連携して開催し、出展企業の商品・製品を「しんじゅく
逸品」として登録するとともに、出展企業を対象とした「販売
力強化セミナー」を開催し、販売力強化を支援します。「しん
じゅく逸品」を広く普及することにより、区内中小企業等の新
たなビジネスチャンスへの支援や、区内への誘客の促進、売上
拡大と地域における消費につなげていきます。
　併せて、地場産業団体等への支援や「しんじゅく逸品」を活
かした新宿ブランドの創出に取り組んでいきます。

文化
観光

産業部

街路灯の省エネル
ギー対策

74 

　自転車の通行空間を整備することで、歩行者、自転車、自動
車、それぞれが安全に安心して通行できる道路空間を創出しま
す。
　また、他路線とのネットワーク化を進めるとともに、自転車
シェアリング事業の推進にも寄与し、周辺区との回遊性を向上
させることで、地域・観光の活性化を図っていきます。

みどり
土木部

73 道路の環境対策

環境に配慮した道
づくり

自転車通行空間の整備

　新宿中央公園の魅力をより高め、誰もが足を運びたくなる公
園にするため、「新宿中央公園魅力向上推進プラン」に基づ
き、新宿中央公園の特色や魅力をさらに活かした公園づくりを
進めます。

みどり
土木部

都市
計画部

78 新宿中央公園の魅力向上

76 安全で快適な鉄道駅の整備促進
　東京2020オリンピック・パラリンピックの開催やその後を
見据えて、鉄道駅の安全性向上や快適な利用空間を整備するた
め、ホームドア及びエレベーターの設置促進を図ります。

自転車シェアリン
グの推進

　区民の新たな移動手段の確保や地域・観光の活性化、まちの
回遊性の向上などを目的とし、いつでも、どこのサイクルポー
トでも自転車の貸出・返却が可能な自転車の共同利用システム
である自転車シェアリング事業を推進します。
　また、他区との広域相互利用による自転車シェアリングの利
用促進を図り、効果の検証を行いながら、自転車及びサイクル
ポートを増設し、利用者の利便性を高めます。

みどり
土木部

75
自転車等の適正利
用の推進

計画事業 枝事業 事業概要 所管部

81 清潔できれいなトイレづくり

　公園トイレと公衆トイレを、清潔でバリアフリーに配慮した
誰もが利用しやすいトイレに整備します。
　整備にあたっては、建物の新設、建替えに加えて、既存トイ
レの洋式トイレ化も進めていきます。

みどり
土木部

84

ごみ発生抑制を基
本とするごみの減
量とリサイクルの
推進

資源回収の推進

 　資源循環型社会の構築を目指し、地域住民が自主的に行う資
源集団回収推進のため、資源回収実践団体への支援を実施しま
す。
　併せて、区の資源回収を推進し、安定した資源回収の実現を
図っていきます。
　また、東京2020オリンピック・パラリンピックにおける小
型家電から抽出したリサイクル金属を活用した入賞メダルプロ
ジェクト事業「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェ
クト」へ協力します。

環境
清掃部

　環境に配慮した道路舗装（遮熱性舗装）を実施することで、
ヒートアイランド現象の抑制を目指します。また、東京2020
オリンピック・パラリンピックのマラソンコース周辺道路につ
いても、同大会が開催される真夏において観戦する方々が快適
に通行できるように遮熱性舗装の整備を進めます。
　また、多摩の間伐材を利用した木製防護柵を設置すること
で、まちに潤いや温もりを与えるとともに、資源の有効活用を
図っていきます。

みどり
土木部

　道路の街路灯について、エネルギー効率の良いLED街路灯に
積極的に改修することで、CO2の抑制と省エネルギー化を図り

ます。

みどり
土木部

　四谷駅前地区第一種市街地再開発事業で取得する公益棟で
は、文化国際交流拠点としての機能を持たせるほか、スポーツ
ができる機能を整備し、駅前に新たな賑わいをもたらす交流拠
点の形成を図ります。

地域
振興部

85

87
にぎわいにあふれ環境にもやさしい商店
街支援

　商店会等が実施する、イベント事業や活性化事業、商店街路
灯のLED化による省電力化事業等に対して、必要な費用の助成
を行い支援することで、にぎわいにあふれ、環境にもやさしい
商店街づくりの支援を行います。

文化
観光

産業部

3



①

②

①

②

③

102
東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク開催に向けた気運醸成（普及啓発）

　東京2020オリンピック・パラリンピック開催に向け、メイ
ンスタジアムを地元に持つ区として、この大会が生涯、記憶と
して残る大会となるよう開催気運の醸成を図っていきます。

地域
振興部

90
新宿の魅力として
の文化の創造と発
信

新宿フィールド
ミュージアムの充
実

　新宿の文化資源を活用した多様な主体による文化芸術イベン
トを集約し、音楽・美術・演劇・伝統芸能・パフォーマンス・
まち歩き・歴史探訪など、幅広いジャンルのイベントからなる
「新宿フィールドミュージアム」として実施することにより、
新宿のまちの魅力を創造・発信します。また、「サポーター制
度」を創設することで、新宿フィールドミュージアムへの認知
度を高め、参加の拡大につなげていきます。

文化
観光

産業部

新宿クリエイター
ズ・フェスタなどの
取組

　多様な文化・芸術を育む新宿のまちの遺伝子を活かし、アー
トの力でまちに新たなにぎわいと活力を生み出す夏の一大アー
トイベントである「新宿クリエイターズ・フェスタ」により、
新宿駅周辺や歌舞伎町などの各所から新宿のまちの魅力を発信
します。
　また、「ふれあいフェスタ」「新宿まちフェス」の２つの主
要イベントと商店街などが開催する協賛イベントからなる「大
新宿区まつり」を区内各所で開催し、人々の交流の輪を広げる
とともに、にぎわいを創出します。

文化
観光

産業部

和を伝えるプログ
ラム

　東京2020オリンピック・パラリンピックとその後を見据
え、外国人観光客を含む来街者を対象に、華道、茶道等の和の
文化を体験できるプログラムを実施し、新宿のまちへの満足度
を高めることで、繰り返し訪れたくなるまちづくりを進めま
す。

文化
観光

産業部

所管部

　区内のパブリックアートをはじめとした魅力あるスポット等
の新しい観光資源を発掘するとともに、まちの記憶である文化
歴史資源と併せて、マップ、ホームページ、広報紙等により情
報発信します。また、観光資源情報検索システムを構築・活用
することにより、新宿の多彩な観光資源を活かした区内回遊を
促進します。

文化
観光

産業部

新宿観光案内所のサービス拡充

101
スポーツ環境の整
備

スポーツコミュニ
ティの推進

　「新宿区スポーツ環境整備方針」の基本理念を持続的・継続
的な視点を持って着実に推進していくため、区のスポーツ環境
を支える各主体との連携強化を図るとともに、東京2020オリ
ンピック・パラリンピックの開催を視野に入れ、子どもから高
齢者まで、また障害のあるなしに関わらず、ライフステージ等
に応じた多様なスポーツに親しめる機会を創出します。

地域
振興部

新宿区スポーツ施
設整備基金を活用
したスポーツ施設
の整備

　新宿区スポーツ施設整備基金を設置し、東京2020オリン
ピック・パラリンピックの開催を契機にスポーツ施設を整備す
ることにより、スポーツへの区民の参加を促進します。

地域
振興部

97 新宿ブランドの創出に向けた取組の推進

　「しんじゅく逸品」を活かした新宿ブランドの創出に取り組
むとともに、区内のパブリックアートをはじめとした魅力ある
スポット等の新宿の多彩な観光資源を活用した区内回遊の促進
を図ります。一般社団法人新宿観光振興協会と連携して情報発
信を強化することにより、新宿ブランドの創出に向けた取組を
推進し、国際観光都市としての魅力とブランド力の向上を図っ
ていきます。

文化
観光

産業部

総合運動場の整備

　現在の戸山公園箱根山地区多目的運動広場の機能を保ちつ
つ、より快適に・多種目・多目的に使用できる総合的な多目的
運動場としての整備検討を行います。
　また、引き続き東京都へ積極的な働きかけを行います。

地域
振興部

96 観光案内標識の整備促進

　東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて、国内外
からの来街者が多く訪れる新宿駅周辺や、その他主要駅周辺の
歩道上等へ、観光案内標識の整備を集中的かつ計画的に進めま
す。

文化
観光

産業部

多彩な観光資源を活かした区内回遊の促進

92 新宿フリーＷｉ-Ｆｉの整備等

　東京2020オリンピック・パラリンピックを見据え、訪日観
光客から特に要望が多い無料公衆無線ＬＡＮ環境を整備すると
ともに、一般社団法人新宿観光振興協会によるＷｉ-Ｆｉ用
ポータルサイトと連携した集客力や回遊性の向上を図ることに
より、オリンピック・パラリンピック終了後も、旅行者が何度
でも訪れたくなるまちづくりを進めます。

文化
観光

産業部

93 魅力ある観光情報の発信

　国際観光都市としての魅力とブランド力の向上を図るため、
官民一体で新宿の観光振興を担っている一般社団法人新宿観光
振興協会の情報媒体を活用して観光情報を発信します。新宿な
らではのパブリックアートをはじめとした魅力あるスポット等
の新しい観光資源や、まちの記憶である文化歴史資源、イベン
トやグルメ等、新宿の持つ多様な魅力を観光客の動向を踏まえ
て効果的に発信していきます。

文化
観光

産業部

95

94

　平成28（2016）年12月に開設した新宿観光案内所を、新
宿の懐の深さや高いポテンシャルを発信する拠点にして、新宿
を訪れる多くの方々に、区内の各エリアの魅力を提供すること
で回遊性を高め、何度も訪れたくなる国際観光都市・新宿を目
指します。

文化
観光

産業部
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